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平
成

平
成

平
成

平
成
２２ ２２
９９ ９９
年
度

年
度

年
度

年
度
    
行行 行行
    
事事 事事
    
総総 総総
    
括括 括括

    

・・ ・・
行
事
回
数

行
事
回
数

行
事
回
数

行
事
回
数
：： ：：
５
３

５
３

５
３

５
３
回回 回回
(( ((６

０
)) ))  

 
 
 

 
 

 
 
・・ ・・
参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者
：： ：：
１
５
８

１
５
８

１
５
８

１
５
８
名名 名名
(( ((１

２
３
)) ))     

・
延
参
加
者

延
参
加
者

延
参
加
者

延
参
加
者
；
６
０
４

６
０
４

６
０
４

６
０
４
名名 名名
(( ((５

１
０
)) )) ・・ ・・

延
参
加
日
数

延
参
加
日
数

延
参
加
日
数

延
参
加
日
数
；
７
９
４

７
９
４

７
９
４

７
９
４
日日 日日
(( ((７

０
０
)) ))     

 
 
 
 
(括

弧
内
は
昨
年
度
) 

昨
年

に
比

べ
て

行
事

回
数

は
７

回
減

少
し

た
が

、
延

参
加

者
６

０
４

名
 

(18.4%)、
延
参
加
日
数
７
９
４
日
(13.4%)と

共
に
増
加
し
た
、
一
行
事
あ
た

り
の
参
加
者
は
、
８
．
５
人
か
ら
１
１
．
４
人
と
２
．
９
人
多
く
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
役
行
坐
像
の
開
眼
供
養
(58

名
)、

東
大
学
生
等
の
体
験
学
習
(29

名
)、

忘
年
会
と
総
会
兼
祝
賀
会
(38

名
)へ

の
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と
に
も

起
因
し
て
い
る
。
こ
の
一
年
を
振
返
る
と
十
二
項
目
の
特
記
事
項
が
あ
り
列
挙

致
し
ま
す
。
 

一一 一一
、、 、、
新
春
初
山
行

新
春
初
山
行

新
春
初
山
行

新
春
初
山
行
「「 「「
十
津
川
村

十
津
川
村

十
津
川
村

十
津
川
村
・・ ・・
ム
ネ
ド
チ

ム
ネ
ド
チ

ム
ネ
ド
チ

ム
ネ
ド
チ
のの のの
頭頭 頭頭
(( (( ⅢⅢ ⅢⅢ

△△ △△
1018.1m
1018.1m
1018.1m
1018.1m )) ))     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
及及 及及
びび びび
石
佛
山

石
佛
山

石
佛
山

石
佛
山
(( (( 1158m
1158m
1158m
1158m )) )) 」」 」」

周
回

周
回

周
回

周
回
    

実
施
日
；
１
月
２
日
。
平
成
１
９
年
度
に
登
ら
れ
て
い
る
が
、
登
ら
れ
て

い
な
い
方
も
あ
り
、
再
登
頂
と
な
り
２
１
名
が
参
加
し
た
。
 

途
中
、
西
に
法
主
尾
山
～
行
仙
岳
、
東
に
釈
迦
ヶ
岳
方
面
の
奥
駈
道
の
山

並
み
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
見
ら
れ
た
。
 

山
頂
標
識
を
再
設
置
し
て
、
山
頂
は
狭
い
が
万
歳
三
唱
！
を
行
い
幸
先
の
良

い
年
初
行
事
と
な
っ
た
。
瀧
本
氏
と
炉
端
山
友
会
の
８
名
は
、
石
佛
山
を
経
て

下
山
さ
れ
た
。

 

二二 二二
、、 、、
第第 第第
５５ ５５
８８ ８８
回
十
二
支
会
例
会

回
十
二
支
会
例
会

回
十
二
支
会
例
会

回
十
二
支
会
例
会
「「 「「
岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜
・・ ・・
金
鶏
山

金
鶏
山

金
鶏
山

金
鶏
山
ⅡⅡ ⅡⅡ
△△ △△

4
0
7
.4

m
」」 」」
協
賛
行
事

協
賛
行
事

協
賛
行
事

協
賛
行
事

 

実
施
日
；
１
月
１
５
日
～
１
６
日
。
前
夜
祭
は
岐
阜
市
・
長
良
川
温
泉
「
十

八
楼
」
に
５
７
名
が
集
い
、
当
ぐ
る
ー
ぷ
か
ら
会
員
６
名

+
ビ
ジ
タ
ー
５
名

が
参

加
し

て
親

睦
を

深
め

た
。

尚
、

前
山

と
し

て
岐

阜
城

・
金

華
山

( Ⅱ
△△ △△

3
2
8
.9

m
) を

見
学
・
登
頂
し
た
。

 

金
鶏
山
は
、
別
名
「
古
城
山
、
点
名
は
大
桑
城
山
」
と
呼
ば
れ
、
登
山
道

沿
い
に
所
々
史
跡
跡
が
あ
る
。
積
雪
が

2
0
～

2
5
㎝
あ
り
、
全
員
南
麓
コ
ー

ス
か
ら
登
る
。
小
雪
の
舞
う
中
登
る
が
、
次
第
に
晴
れ
間
が
広
が
る
。

 

山
頂
下
の
祠
前
の
広
場
横
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
大
桑
城
天
守
閣
が
あ
り
、
一
登

り
す
る
と
狭
い
山
頂
の
金
鶏
山
で
あ
る
。
今
西
流
の
万
歳
三
唱
！
と
慶
祝
行

事
( 当

ぐ
る
ー
ぷ
山
上
さ
ん
は
米
寿

) が
行
わ
れ
、
乾
杯
は
祠
前
広
場
に
降
り

て
行
な
っ
た
。
下
山
後
、
別
行
動
の
山
上
車
と
別
れ
帰
新
し
た
。

 

三三 三三
、、 、、
前
鬼

前
鬼

前
鬼

前
鬼
のの のの
里里 里里
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
古
道

古
道

古
道

古
道

( 旧旧 旧旧
前
鬼
道

前
鬼
道

前
鬼
道

前
鬼
道
のの のの
牛
抱
坂

牛
抱
坂

牛
抱
坂

牛
抱
坂
・・ ・・
牛
抱
峠

牛
抱
峠

牛
抱
峠

牛
抱
峠

) 踏
査

踏
査

踏
査

踏
査

 

実
施
日
；
３
月
１
８
日
・
２
５
日
、
４
月
５
日
の
３
回
踏
査
を
実
施
し
た
。
 

尾
根
道
の
牛
抱
坂
・
牛
抱
峠
は
顕
在
で
あ
る
が
、
山
腹
を
横
捲
く
道
(ト

ラ

バ
ー
ス
道
)が

斜
面
崩
落
等
で
不
明
瞭
で
あ
り
、
元
通
り
の
旧
道
を
歩
く
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
新
た
な
横
捲
き
道
を
作
り
、
牛
抱
坂
～
牛
抱
峠
～

前
鬼
・
小
仲
坊
を
つ
な
ぐ
山
道
を
今
後
整
備
し
て
行
き
た
い
。
 

四四 四四
、、 、、
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
・・ ・・
行行 行行
者
堂

者
堂

者
堂

者
堂
にに にに
修
復

修
復

修
復

修
復
「「 「「
役
行
者
像

役
行
者
像

役
行
者
像

役
行
者
像
」」 」」
安
置

安
置

安
置

安
置
とと とと

 

「「 「「
役
行
者

役
行
者

役
行
者

役
行
者
尊尊 尊尊
像像 像像
」」 」」
のの のの
開
眼
供
養
法
要

開
眼
供
養
法
要

開
眼
供
養
法
要

開
眼
供
養
法
要
・・ ・・
慶
讃
採
灯
護
摩
供

慶
讃
採
灯
護
摩
供

慶
讃
採
灯
護
摩
供

慶
讃
採
灯
護
摩
供

 

    
    
昨
年
７
月
に
、
熊
野
修
験

( 高
木
亮
英
師
他
３
名

) で
「
役
行
者
像
」
の
お

性
根
抜
き
を
行
い
、
奈
良
市
の
浅
村
朋
伸
・
仏
師
に
修
復
を
依
頼
し
た
。

 

修
復
中
に
胎
内
文
書
が
見
つ
か
り
、
元
禄
１
５
年

(1
7
0
2
年

) に
作
製
し
た

像
と
判
り
。
寄
贈
元
の
聖
護
院
門
跡
に
連
絡
し
、
原
文
を
返
納
し
聖
護
院
古

文
書
室
に
て
保
管
し
て
頂
く
事
に
な
っ
た

( １
月
１
９
日

) 。
 

４
月
１
４
日
；
聖
護
院
門
跡
・
宮
城
泰
年
ご
門
主
様
揮
毫
の
願
文
文
書
が

新
た
に
胎
内
に
納
め
ら
れ
た
「
役
行
者
像
」
が
行
者
堂
に
安
置
さ
れ
た
。

 

５
月
１
７
日
；
聖
護
院
門
跡
・
宮
城
泰
年
ご
門
主
、
中
村
覚
祐
・
執
事
長

他
４
名
の
御
出
仕
を
賜
り
「
役
行
者
尊
像
」
の
開
眼
供
養
法
要
と
慶
讃
採
灯

護
摩
供
が
、
総
勢
５
８
名
が
参
席
し
て
、
荘
厳
に
執
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
直
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会
」
を
実
施
し
、
記
念
品
に
紅
白
餅

+
聖
護
院
八
橋
を
持
帰
っ
て
頂
い
た
。

 

五五 五五
、
日
本
山
岳
会

日
本
山
岳
会

日
本
山
岳
会

日
本
山
岳
会

(J
A

C
) 「「 「「

大大 大大
峯峯 峯峯
奥
駈
道
山
行

奥
駈
道
山
行

奥
駈
道
山
行

奥
駈
道
山
行

( 前
鬼

前
鬼

前
鬼

前
鬼
～～ ～～
本
宮

本
宮

本
宮

本
宮

) 一
行

一
行

一
行

一
行
」」 」」
とと とと

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
でで でで
交
流

交
流

交
流

交
流
懇
親
会

懇
親
会

懇
親
会

懇
親
会
開
催

開
催

開
催

開
催

 

５
月
２
２
～
２
３
日
；
山
行
委
員
会
企
画
の
大
峯
奥
駈
道
山
行
に
参
加
の

１
０
名
と
当
ぐ
る
ー
ぷ
６
名
が
、
行
仙
宿
に
集
い
交
流
懇
親
会
を
開
催
し
て

親
睦
を
深
め
た
。
尚
、
２
１
日
に
持
経
宿
宿
泊
の
際
、
夕
食
弁
当
調
達
を
依

頼
さ
れ
持
参
し
た
。
 

 

六六 六六
、、 、、
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
上
葛
川
間

上
葛
川
間

上
葛
川
間

上
葛
川
間
でで でで
行
方
不
明
者

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者
のの のの
捜
索

捜
索

捜
索

捜
索

 

 
 
 
実
施
日
；
６
月
３
日
、
１
１
日
、
１
３
日
、
２
４
日
、
７
月
１
５
～
１
６

日
( 遭

難
関
係
者
と
合
同

) 。
５
月
１
８
日
に
行
仙
宿
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
テ
ン
ト

泊
し
、
翌
朝
３
時
頃
に
出
発
し
て
上
葛
川
か
ら
バ
ス
に
乗
る
と
い
う
メ
ー
ル

を
入
れ
た
大
阪
の
男
性

( ６
２
歳

) が
行
方
不
明
に
な
り
、
下
北
山
村
・
十
津

川
村
の
両
職
員
・
警
察
・
消
防
隊
員
が
捜
索
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
５
月
２

３
日
に
捜
索
が
打
切
ら
れ
た
。

 

槍
ヶ
岳
～
地
蔵
岳
の
鎖
場
辺
り
の
岩
場
下
は
、
捜
索
さ
れ
て
い
な
い
事
か

ら
、ザ
イ
ル
懸
垂
下
降
で
５
０
ｍ
下
ま
で
降
り
て
捜
索
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
。
 

我
々
で
５
回
捜
索

( 延
べ
７
２
名

) を
行
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
未
だ
行
方

不
明
者
の
発
見
に
至
っ
て
い
な
い
。

 

七七 七七
、、 、、
楊
子

楊
子

楊
子

楊
子
ノノ ノノ
宿
付
近

宿
付
近

宿
付
近

宿
付
近
のの のの
倒
伏
石
柱
道
標
復
元

倒
伏
石
柱
道
標
復
元

倒
伏
石
柱
道
標
復
元

倒
伏
石
柱
道
標
復
元
とと とと
歩
行
危
険
箇
所

歩
行
危
険
箇
所

歩
行
危
険
箇
所

歩
行
危
険
箇
所
のの のの
確
認

確
認

確
認

確
認
・・ ・・
補
修

補
修

補
修

補
修

 

    
    
７
月
２
２
～
２
３
日
；
天
候
な
ど
に
よ
り
延
期
に
な
っ
て
い
た
楊
枝
ノ
森

寄
り
の
倒
伏
石
柱
道
標
１
本
を
復
元
し
た
。
又
、
楊
子
ノ
宿
傍
の
崩
落
斜
面

を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
歩
行
危
険
箇
所

( ２
箇
所
約

1
0
m

と
1
5
m

) を
確
認
し
、

新
規
に
高
捲
き
道
を
補
修
し
た
。

(5
/2

0
に
整
備
し
た
道
の
確
認
・
補
修

) 

ト
ラ
バ
ー
ス
道
の
危
険
度
は
、
個
人
差
と
天
候
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
自

己
責
任
で
通
行
し
て
頂
く
事
か
ら
「
崩
落
」
標
識
と
高
捲
き
道
へ
の
誘
導
ロ

ー
プ
を
設
置
し
た
が
「
通
行
止
め
」
標
識
を
設
置
し
な
か
っ
た
。

 

こ
の
折
に
、
釈
迦
ヶ
岳
～
楊
子
ノ
宿
の
奥
駈
道
に
覆
い
被
さ
る
笹

( ミ
ヤ
コ

ザ
サ

) は
、
青
木
・
山
口
氏
に
よ
り
笹
刈
り
を
し
て
下
さ
り
、
足
元
が
見
え
易

く
な
り
、
よ
り
安
全
に
歩
き
易
く
な
っ
た
。

 

八八 八八
、、 、、
東
北
三
山

東
北
三
山

東
北
三
山

東
北
三
山
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど

( 鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山
、、 、、
羽
黒
山
三
神
合
祭
殿

羽
黒
山
三
神
合
祭
殿

羽
黒
山
三
神
合
祭
殿

羽
黒
山
三
神
合
祭
殿
、、 、、
月
山

月
山

月
山

月
山
、、 、、

 

蔵
王
山

蔵
王
山

蔵
王
山

蔵
王
山
・・ ・・
熊
野
岳

熊
野
岳

熊
野
岳

熊
野
岳

) 遠
征
登
山

遠
征
登
山

遠
征
登
山

遠
征
登
山

 

    
実
施
日
；
８
月
２
５
日
～
２
８
日
。
昨
年
の
四
国
遠
征
に
続
く
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
２
２
名
が
参
加
し
た
。
２
５
日
に
伊
丹
空
港
か
ら
秋
田
空
港
へ
、
窓
か

ら
鳥
海
山
が
望
め
る
天
候
に
回
復
し
た
が
、
２
６
日
に
鳥
海
山
へ
登
っ
た
が
、

体
が
飛
ば
さ
れ
る
強
風
に
よ
り
７
合
目
・
御
濱
小
屋
か
ら
撤
退
。
急
遽
、
羽

黒
山
三
神
合
祭
殿
に
登
拝
。
２
７
日
に
月
山

( Ⅰ
△△ △△

1
9
7
9
.8

m
) に

登
頂
、
帰

路
バ

ス
故
障

に
よ

り
代
替

バ
ス

を
約

２
時

間
待

つ
ハ
プ

ニ
ン
グ

が
あ

っ
た
。
２
８
日
に
蔵
王
山
・
熊
野
岳

( Ⅱ
△△ △△

1
8
4
0
.3

m
) に

登
頂
し
熊
野

神
社
で
椎
木
氏
導
師
に
て
勤
行
し
た
。
仙
台
空
港
か
ら
伊
丹
空
港
に
無

事
戻
り
帰
宅
し
た
。

 

九九 九九
、、 、、
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
に
て

に
て

に
て

に
て
「「 「「
東
京
大
学
生

東
京
大
学
生

東
京
大
学
生

東
京
大
学
生
・・ ・・
院
生

院
生

院
生

院
生
・・ ・・
教
授
他
関
係
者

教
授
他
関
係
者

教
授
他
関
係
者

教
授
他
関
係
者

( １
５

１
５

１
５

１
５
名名 名名

) 」」 」」
 

のの のの
体
験
学
習

体
験
学
習

体
験
学
習

体
験
学
習

( 水
汲

水
汲

水
汲

水
汲
み
・

み
・

み
・

み
・
行
仙
岳
往
復

行
仙
岳
往
復

行
仙
岳
往
復

行
仙
岳
往
復
、、 、、
薪
割

薪
割

薪
割

薪
割
りり りり

) 

    
実
施
日
；
９
月
１
日
。
新
宮
市
役
所
・
生
涯
学
習
課
の
企
画
に
基
づ
き
、
東

大
学
生
９
名

、
院
生
２
名

、
名
誉
教
授

他
４
名
が
行
仙
宿
に
て
、
水
汲
み
、

世
界
遺
産
奥
駈
道

( 行
仙
岳
往
復

) 歩
行
、
薪
割
り
の
体
験
学
習
を
行
な
っ
た
。
 

「
水
は
命
な
り
」
を
実
感
し
て
頂
い
た
。
又
、
水
場
か
ら
飲
料
水
１
０
Ｌ
を

背
負
い
上
げ
る
学
生
な
ど
、
体
力
を
備
え
た
頼
も
し
い
学
生
達
で
し
た
。

 

十十 十十
、、 、、
小
池

小
池

小
池

小
池
のの のの
宿
跡

宿
跡

宿
跡

宿
跡
～～ ～～
黒
谷

黒
谷

黒
谷

黒
谷
のの のの
頭頭 頭頭

( 点
名

点
名

点
名

点
名
；； ；；
黒
谷
峠

黒
谷
峠

黒
谷
峠

黒
谷
峠
Ⅲ
△

Ⅲ
△

Ⅲ
△

Ⅲ
△

1
3
3
3
.7

m
) のの のの

踏
査

踏
査

踏
査

踏
査

 

    
    
    
実
施
日
：
１
０
月
９
日
。
小
池
の
宿
へ
の
道
標
は
、
平
成
１
３
年
に
設
置

さ
れ
、
平
成
２
１
年
と
２
２
年
に
テ
ー
プ
目
印
等
追
加
し
て
来
た
が
、
最
近
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ネ
ッ
ト
上
に
朽
ち
た
道
標
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
道
標
再
設
置
と
会

行
事
初
踏
査
に
な
る
黒
谷
の
頭
へ
の
登
頂
に
１
６
名
が
参
加
し
た
。
 

十
一

十
一

十
一

十
一
、、 、、
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
のの のの
台
風

台
風

台
風

台
風
２
１

２
１

２
１

２
１
号号 号号
・・ ・・
２
２

２
２

２
２

２
２
号号 号号
のの のの
被
害
調
査

被
害
調
査

被
害
調
査

被
害
調
査
とと とと
復
旧

復
旧

復
旧

復
旧
    

①① ①①
前
鬼

前
鬼

前
鬼

前
鬼
・・ ・・
小
仲
坊

小
仲
坊

小
仲
坊

小
仲
坊
～～ ～～
太
古

太
古

太
古

太
古
ノノ ノノ
辻辻 辻辻
～～ ～～
大
日
岳

大
日
岳

大
日
岳

大
日
岳
～～ ～～
閼
伽
坂
尾
根

閼
伽
坂
尾
根

閼
伽
坂
尾
根

閼
伽
坂
尾
根
    

 
 
大
日
岳
・
大
日
如
来
坐
像
が
台
座
か
ら
脱
落
し
て
い
る
事
、
前
鬼
・
小
仲

坊
～
太
古
ノ
辻
間
に
支
障
と
な
る
倒
木
が
在
る
事
が
ネ
ッ
ト
画
像
な
ど
で
判

っ
た
。
と
り
わ
け
、
大
日
如
来
坐
像
は
、
釈
迦
ヶ
岳
・
釈
迦
如
来
立
像
と
一

緒
に
、
大
正
１
３
年
に
強
力
・
岡
田
雅
行
(通

称
オ
ニ
雅
)が

、
担
ぎ
上
げ
た

像
で
あ
り
、
台
風
の
影
響
以
外
の
腐
蝕
等
が
懸
念
さ
れ
、
被
害
調
査
と
復
旧

に
１
１
月
１
２
日
に
赴
い
た
。
ほ
ん
み
ち
教
の
人
達
に
よ
り
台
座
に
乗
せ
ら

れ
て
い
た
が
、
台
座
の
向
き
が
異
な
り
、
一
旦
降
ろ
し
て
、
台
座
下
の
石
組

を
積
み
直
し
復
旧
し
た
が
、
台
座
と
坐
像
を
固
定
す
る
ボ
ル
ト
が
３
本
と
も

欠
落
し
不
安
定
の
為
、
ザ
イ
ル
で
両
脇
の
立
木
に
結
わ
え
て
転
落
防
止
の
応

急
策
と
し
た
。
台
座
か
ら
の
転
落
に
よ
り
、
宝
冠
の
一
部
欠
落
と
右
手
首
に

ひ
び
割
れ
の
亀
裂
が
生
じ
て
い
た
。
 

 
 
前
鬼
・
小
仲
坊
～
太
古
ノ
辻
間
及
び
閼
伽
坂
尾
根
の
風
倒
木
は
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
で
切
除
し
た
。

 

②② ②②
七
越
峰

七
越
峰

七
越
峰

七
越
峰
～～ ～～
玉
置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻

( 本
宮
辻

本
宮
辻

本
宮
辻

本
宮
辻

) ～～ ～～
玉
置
神
社

玉
置
神
社

玉
置
神
社

玉
置
神
社

 

１
１
月
１

９
日

・
２
６

日
；
「
十
津

川
村

の
お
知

ら
せ

」
に
１
０
月

２
３

日
よ
り
、
崩
落
と
倒
木
な
ど
で
奥
駈
道

( 玉
置
神
社
～
玉
置
辻

( 本
宮
辻

) ～
七

越
峰

) が
、
約
１
ヶ
月
経
過
し
た
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間

の
点
検
巡
視
を
実
施
し
た
。

 

吹
越
峠
辺
り
に
風
倒
木
が
集
中
し
て
い
た
が
、
プ
ロ
の
地
元
森
林
組
合
等

で
切
除

さ
れ

歩
行
可
能

に
な

っ
て

い
た

。
そ

こ
で

山
在

峠
～
玉

置
辻

( 本
宮

辻
) ～
玉
置
神
社
間
を
点
検
巡
視
し
た
。
山
在
峠
～
玉
置
辻

( 本
宮
辻

) 間
の
倒

木
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
鋸
で
切
除
し
、
落
枝
・
腐
倒
木
な
ど
除
け
て
、
通
常

の
南
奥
駈
道
に
戻
っ
た
事
を
確
認
し
た
。

 

玉
置
神
社
～
玉
置
辻
間
は
、
玉
置
神
社
の
約
１
０
０
ｍ
下
っ
た
地
点
に
未

処
置
の
倒
木
が
あ
る
。
こ
の
地
点
は
玉
置
神
社
林

( 神
域

) で
あ
り
、
我
々
が

行
な
え
ず
、
玉
置
神
社
に
委
ね
る
事
に
す
る
。
こ
の
地
点
の
倒
木
は
、
く
ぐ

る
等
す
れ
ば
歩
行
可
能
で
す
。

 

十十 十十
二二 二二
、、 、、
平
成

平
成

平
成

平
成
２
９

２
９

２
９

２
９
年
度

年
度

年
度

年
度
のの のの
忘
年
会

忘
年
会

忘
年
会

忘
年
会
・・ ・・
総
会
兼

総
会
兼

総
会
兼

総
会
兼
卒
寿

卒
寿

卒
寿

卒
寿
・・ ・・
米
寿

米
寿

米
寿

米
寿
祝
賀
会

祝
賀
会

祝
賀
会

祝
賀
会
のの のの
開
催

開
催

開
催

開
催

 

    
１
２
月
２
日
に
阿
須
賀
神
社
境
内
・
阿
須
賀
会
館
で
３
８
名
が
、
参
席
頂
き

開
催
し
た
。

 

卒
寿
；
東
 
眞
澄
、
米
寿
；
山
上
皓
一
郎
さ
ん
の
慶
祝
者
に
、
会
よ
り
金

一
封

( 商
品
券

) を
贈
呈
し
、
益
々
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
慶
祝
し
た
。
 

 
 
総
会
で
新
任
世
話
人
４
名

( 濱
野
兼
吉
・
児
嶋
道
夫
・
中
前
 
偉
・
梶

野
照
雄

) が
選
任
補
充
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
世
話
人
代
表
川
島
 

功
か
ら
沖
﨑
吉
信
氏
へ
来
年
度
末
迄
に
引
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

 

最
後
に
、
２
９
年
度
の
行
事
遂
行
に
会
友
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
会
友
の
高
齢
化
に
よ
り

一
部
会
友
に
偏
り
が
ち
で
、
次
世
代
に
引
継
ぐ
た
め
に
新
会
友
の
勧
奨
が
必

要
で
あ
り
、
皆
様
方
も
入
会
勧
奨
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 

平
成
３
０
年
度
に
は
、
台
風
に
よ
る
南
奥
駈
道
の
倒
木
処
理
な
ど
の
点
検

巡
視
に
例
年
以
上
に
労
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
又
、
大
日
岳
・
大
日
如
来

坐
像

の
強
固

な
石
組

と
坐

像
亀
裂

等
の

修
補

に
つ

い
て

は
、

前
鬼

山
小

仲

坊
・
五
鬼
助
義
之
様
に
協
力
し
て
実
施
す
る
所
存
で
す
。

 

皆
様
方
に
は
、
行
事
へ
の
参
加
に
ご
理
解
頂
き
、
引
続
き
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 文
責
 
川
島

)  
 


